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先月
せんげつ

に続
つづ

き今月
こんげつ

の学院
がくいん

福音化
ふくいんか

のメッセージも使徒
し と

の 働
はたら

きのみことばです。先月
せんげつ

は、３ 章
しょう

から６ 章
しょう

までのみ

ことばでした。今月
こんげつ

は、13 章
しょう

、そして少
すこ

し飛
と

んで、16 章
しょう

から 19 章
しょう

までです。聖書
せいしょ

を 喜
よろこ

んで黙想
もくそう

して読
よ

ん

でいる方々
かたがた

なら、使徒
し と

働
はたら

きも何度
な ん ど

も読
よ

んでいると思
おも

います。しかし、一度
い ち ど

も最初
さいしょ

から最後
さ い ご

まで読
よ

んでみたこ

とがない方
かた

なら、今
いま

、タラッパンで聞
き

くメッセージを通
とお

して知
し

っている内容
ないよう

がすべてだと思
おも

うかもしれませ

ん。そこで、みなさんにお願
ねが

いしたいのは、聖書
せいしょ

をあちらこちら部分的
ぶぶんてき

にだけ見
み

るのではなく、全体
ぜんたい

の流
なが

れ

の中
なか

でそれぞれの内容
ないよう

を見
み

てくださいということです。使徒
し と

の 働
はたら

きも同
おな

じです。使徒
し と

の 働
はたら

きの全体
ぜんたい

の流
なが

れ

の中
なか

で、それぞれの 章
しょう

を見
み

てください。何年
なんねん

か前
まえ

にも学院
がくいん

福音化
ふくいんか

のメッセージで、使徒
し と

の 働
はたら

きがあったの

ですが、今日
き ょ う

は少
すこ

し簡単
かんたん

に整理
せ い り

してみます。 

 

＜使徒
し と

の 働
はたら

き全体
ぜんたい

の流
なが

れ＞ 

１ 章
しょう

８節
せつ

で、イエス様
さま

が天
てん

に昇
のぼ

られる前
ぜん

に弟子
で し

たちに語
かた

られたみことばあります。聖霊
せいれい

を待
ま

ちなさい。する

と 力
ちから

を受
う

けて証 人
しょうにん

となるというみことばです。 

２ 章
しょう

で、五旬節
ごじゅんせつ

の日
ひ

にマルコの屋 上
おくじょう

の部屋
へ や

でそのみことばが成 就
じょうじゅ

します。五
ご

旬
じゅん

節
せつ

の日
ひ

に聖霊
せいれい

が臨
のぞ

みま

す。そこで、使徒
し と

２ 章
しょう

では、一時的
いちじてき

に完成
かんせい

された神
かみ

の国
くに

の模型
も け い

としての教 会
きょうかい

の 姿
すがた

を見
み

せてくださっている

のです。２ 章
しょう

にあった答
こた

えと 働
はたら

きが、今
いま

、この地
ち

の地上
ちじょう

の教 会
きょうかい

が 必
かなら

ず受
う

けなければならない答
こた

えなら

ば、今
いま

も全世界
ぜんせかい

のあちこちで同
おな

じ答
こた

えが続
つづ

いて起
お

こっていなければなりません。もちろん、一時的
いちじてき

に少
すこ

しだ

けずつ答
こた

えがある 所
ところ

はあります。しかし、それが続
つづ

けて、繰
く

り返
かえ

して起
お

こっていない理由
り ゆ う

は何
なに

でしょうか。

聖霊
せいれい

が臨
のぞ

むことによって完成
かんせい

された神
かみ

の国
くに

、教 会
きょうかい

というのはこういうものだということを、しばらくだけ

私
わたし

たちに分
わ

かるように見
み

せてくださったのです。たとえば、２ 章
しょう

の最後
さ い ご

、43節
せつ

以降
い こ う

にあるみことばを見
み

る

なら、いっしょに一切
いっさい

の物
もの

を共 有
きょうゆう

し、財産
ざいさん

と所有物
しょゆうぶつ

を売
う

って、それぞれの必要
ひつよう

に応
おう

じて、皆
みな

に分配
ぶんぱい

していま

した。そして貧
まず

しい人
ひと

が一人
ひ と り

もいませんでした。それなら、それが引
ひ

き続
つづ

き起
お

こらなければならない答
こた

えな

らば、今日
き ょ う

の教 会
きょうかい

がそのようなことを継続
けいぞく

しなければならないでしょう。教 会
きょうかい

の中
なか

では、食事
しょくじ

ができない

人
ひと

がいないように。お金
かね

がなくて学校
がっこう

に通
かよ

えないこともなくて、借 金
しゃっきん

を返
かえ

せなくて 命
いのち

を絶
た

とうと 考
かんが

える人
ひと

もいないはずです。皆
みな

さん、所有物
しょゆうぶつ

をみな売
う

って、皆
みな

が平 等
びょうどう

になるように、みな分配
ぶんぱい

しなければならないと

いうことです。そのような 所
ところ

は、天国
てんごく

、神
かみ

の国
くに

しかありません。 

続
つづ

いて３ 章
しょう

から７ 章
しょう

までは、エルサレム中 心
ちゅうしん

に福音
ふくいん

が宣
の

べ伝
つた

えられることが起
お

こります。 

８ 章
しょう

では、ユダヤ全体
ぜんたい

にだんだん広
ひろ

がり、そして、サマリアにまで福音
ふくいん

が宣
の

べ伝
つた

えられます。 

９ 章
しょう

では、神様
かみさま

が選
えら

ばれた 器
うつわ

であるパウロが回心
かいしん

します。 

10 章
しょう

では、神様
かみさま

を 敬
うやま

う異邦人
いほうじん

コリネリウスが登 場
とうじょう

します。そして、異邦人
いほうじん

にまで聖霊
せいれい

が臨
のぞ

むようになりま

した。 

11 章
しょう

では、ステパノのことによって散
ち

らされた者
もの

たちがアンティオキアまで行
い

って、本格的
ほんかくてき

な異邦人
いほうじん

宣 教
せんきょう

の前 哨
ぜんしょう

基地
き ち

が建
た

てられます。 

12 章
しょう

では、ヤコブの 殉 教
じゅんきょう

があります。使徒
し と

の中
なか

で最初
さいしょ

の殉 教 者
じゅんきょうしゃ

でした。そしてペテロの投獄
とうごく

と脱 出
だっしゅつ

。

寝
ね

ているペテロを起
お

こして御使
み つ か

いが外
そと

に連
つ

れ出
だ

しました。ヘロデの死
し

があります。 



13 章
しょう

以降
い こ う

最後
さ い ご

の 章
しょう

までは、パウロの第
だい

1、2、3次
じ

伝道
でんどう

旅行
りょこう

を通
とお

した地
ち

の果
は

てまでの宣 教
せんきょう

が進行
しんこう

されます。

それは今
いま

も続
つづ

いています。 

結 局
けっきょく

、使徒
し と

１ 章
しょう

でイエス様
さま

が語
かた

られたそのみことばの成 就
じょうじゅ

を現
あら

わしているのが、この使徒
し と

の 働
はたら

き全体
ぜんたい

の

流
なが

れです。 

 

今日
き ょ う

の３月
がつ

学院
がくいん

福音化
ふくいんか

のタイトルを「聖霊
せいれい

の 働
はたら

き」としました。 

 

使徒
し と

13 章
しょう

2節
せつ

から 4節
せつ

を読
よ

みましょう。 

2 彼
かれ

らが主
しゅ

を礼拝
れいはい

し、断食
だんじき

していると、聖霊
せいれい

が「さあ、わたしのためにバルナバとサウロを聖別
せいべつ

して、わた

しが召
め

した 働
はたら

きに就
つ

かせなさい」と言
い

われた。 

3 そこで彼
かれ

らは断食
だんじき

して祈
いの

り、二人
ふ た り

の上
うえ

に手
て

を置
お

いてから送
おく

り出
だ

した。 

4 二人
ふ た り

は聖霊
せいれい

によって送
おく

り出
だ

され、セレウキアに下
くだ

り、そこからキプロスに向
む

けて船出
ふ な で

し、 

 

使徒
し と

の 働
はたら

き（使徒
し と

行 伝
ぎょうでん

）の、もう一
ひと

つの別名
べつめい

は、「聖霊
せいれい

の 働
はたら

き（聖霊
せいれい

行 伝
ぎょうでん

）」です。聖霊
せいれい

はだれでしょう

か。神様
かみさま

でしょう。聖霊
せいれい

の神様
かみさま

が、使徒
し と

たちを通
とお

して 働
はたら

かれ、教 会
きょうかい

を建
た

てられ、また、福音
ふくいん

を証
あか

ししてお

られるのを記録
き ろ く

したのが、この聖霊
せいれい

行 伝
ぎょうでん

です。もう一度
い ち ど

言
い

います。使徒
し と

の 働
はたら

きの主人公
しゅじんこう

は、人
ひと

ではなく

聖霊
せいれい

なる神様
かみさま

です。人
ひと

の 行
おこな

いや、彼
かれ

らが発揮
は っ き

した信仰
しんこう

や、決断
けつだん

、忍耐
にんたい

などが主題
しゅだい

になってはいけません。ほ

かの聖書
せいしょ

も同
おな

じです。ですから、レムナント７人
にん

を見
み

るときにも、彼
かれ

らが何
なに

をしたのかではなく、神様
かみさま

がそ

の時代
じ だ い

ごとに神様
かみさま

が準備
じゅんび

された者
もの

を通
とお

して、どのように救
すく

いの 働
はたら

きを成
な

し遂
と

げて行
い

かれたのかに焦 点
しょうてん

を合
あ

わせなければなりません。そして、メシア、キリストの契約
けいやく

がどのように成 就
じょうじゅ

して行
い

ったのかを見
み

るべきで

す。聖書
せいしょ

の中
なか

の人物
じんぶつ

を見習
み な ら

おうとするなら、この聖書
せいしょ

は単
たん

なる偉人伝
いじんでん

に過
す

ぎなくなります。 

イエス様
さま

だけが、確
たし

かな証 人
しょうにん

です。そして、 従 順
じゅうじゅん

の見本
み ほ ん

を見
み

せてくださった方
かた

も、イエス・キリストしか

おられません。聖霊
せいれい

に捕
と

らえられて、福音
ふくいん

を宣
の

べ伝
つた

える生
い

き方
かた

の中
なか

で受
う

ける、さまよい、道
みち

がふさがれるこ

と、迫害
はくがい

、葛藤
かっとう

、危機
き き

の中
なか

で、イエス様
さま

が先
さき

に歩
あゆ

まれた「自分
じ ぶ ん

を否定
ひ て い

すること、十字架
じゅうじか

の道
みち

を歩
あゆ

まれた生
い

き

方
かた

」をしなければなりません。それゆえ、イエス様
さま

が「確
たし

かな証 人
しょうにん

」、模範
も は ん

を示
しめ

された者
もの

、「苦
くる

しみによって

従 順
じゅうじゅん

を学
まな

ばれた」のです。 

 

ヨハネの黙示録
もくしろく

 1 章
しょう

 5節
せつ

 

"また、確
たし

かな証 人
しょうにん

、死者
し し ゃ

の中
なか

から最初
さいしょ

に生
う

まれた方
ほう

、地
ち

の王
おう

たちの支配者
しはいしゃ

であるイエス・キリストから、

恵
めぐ

みと平安
へいあん

があなたがたにあるように。 私
わたし

たちを愛
あい

し、その血
ち

によって 私
わたし

たちを罪
つみ

から解
と

き放
はな

ち、" 

 

ヘブル人
ひと

への手紙
て が み

 5 章
しょう

 8〜9節
せつ

 

"キリストは御子
み こ

であられるのに、お受
う

けになった様々
さまざま

な苦
くる

しみによって 従 順
じゅうじゅん

を学
まな

び、 

完全
かんぜん

な者
もの

とされ、ご自分
じ ぶ ん

に 従
したが

うすべての人
ひと

にとって永遠
えいえん

の救
すく

いの源
げん

となり、" 

 

イエス様
さま

が先
さき

に苦難
く な ん

と患難
かんなん

、迫害
はくがい

にあわれました。世
よ

から憎
にく

まれ、敵
てき

として 扱
あつか

われました。王
おう

の王
おう

であり、

創造主
そうぞうしゅ

であるその方
かた

は、 力
ちから

で世
よ

の中
なか

をすべてみなひっくり返
かえ

すこともできたのにもかかわらず、そのように

されませんでした。十字架
じゅうじか

の前
まえ

でも、いくらでもその十字架
じゅうじか

を引
ひ

き抜
ぬ

いて、ローマの兵士
へ い し

と祭司長
さいしちょう

、ユダヤ



人
じん

をみな殺
ころ

すこともできました。しかし、そのようにされませんでした。父
ちち

なる神様
かみさま

のみこころのために

十字架
じゅうじか

にかかられました。 

みなさんは、すべてイエス様
さま

を信
しん

じている人
ひと

でしょう。イエス・キリストとウィズ、インマヌエル、ワンネ

スになった者
もの

でしょう。イエス様
さま

に習
なら

って、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

する弟子
で し

たちです。それなのに、なぜ、イエス様
さま

が

語
かた

られるみことばに耳
みみ

を 傾
かたむ

けないのでしょうか。なぜイエス様
さま

の実際
じっさい

の生
い

き方
かた

には関心
かんしん

がなく、その方
かた

の生
い

き方
かた

を見習
み な ら

おうとしないのでしょうか 

 

ルカの福音書
ふくいんしょ

 9 章
しょう

 23節
せつ

 

"イエスは皆
みな

に言
い

われた。「だれでもわたしについて来
き

たいと思
おも

うなら、自分
じ ぶ ん

を捨
す

て、日々
ひ び

自分
じ ぶ ん

の十字架
じゅうじか

を負
お

って、わたしに 従
したが

って来
き

なさい。" 

 

「日々
ひ び

」と言
い

われています。日々
ひ び

自分
じ ぶ ん

の十字架
じゅうじか

を負
お

って死
し

になさいと言
い

われているのです。イエス様
さま

より先
さき

に行
い

こうとする 私
わたし

を殺
ころ

しなさいということです。聖霊
せいれい

の 導
みちび

きと 働
はたら

きより、 私
わたし

の意志
い し

を前面
ぜんめん

に出
で

そうとす

ることを殺
ころ

しなさいということです。 

 

ヨハネ 20 章
しょう

21節
せつ

には 

"イエスは 再
ふたた

び彼
かれ

らに言
い

われた。「平安
へいあん

があなたがたにあるように。父
ちち

がわたしを遣
つか

わされたように、わたし

もあなたがたを遣
つか

わします。」" 

 

「父
ちち

がわたしを遣
つか

わされたように、わたしもあなたがたを遣
つか

わします。」何
なに

をしなさいと遣
つか

わされたのでしょ

うか。「十字架
じゅうじか

を負
お

いなさい。身代
み が

わりの 羊
ひつじ

として死
し

になさい」ということです。そのように、イエス様
さま

も

私
わたし

たちを世
よ

の中
なか

に遣
つか

わすと言
い

われたのです。 

 

マタイ 10 章
しょう

16節
せつ

 

"いいですか。わたしは 狼
おおかみ

の中
なか

に 羊
ひつじ

を送
おく

り出
だ

すようにして、あなたがたを遣
つか

わします。ですから、蛇
へび

のよ

うに 賢
かしこ

く、鳩
はと

のように素直
す な お

でありなさい。" 

 

私
わたし

たちを遣
つか

わされるのは、「 狼
おおかみ

の中
なか

に 羊
ひつじ

を送
おく

り出
だ

すように」だと言
い

われます。祈
いの

り、学 業
がくぎょう

、伝道
でんどう

300%の

専門性
せんもんせい

を備
そな

えれば 狼
おおかみ

に勝
か

つことができるでしょうか。 私
わたし

たちも同
おな

じように 狼
おおかみ

に捕
とら

えられて食
た

べられなさ

いと送
おく

られるということです。 

 

黙示録
もくしろく

11 章
しょう

に見
み

ると、すべての信徒
し ん と

の代 表
だいひょう

になる二人
ふ た り

の証 人
しょうにん

が出
で

て来
き

ます。その人々
ひとびと

はこの世
よ

に殺
ころ

されま

す。そして道
みち

に捨
す

てられるのですが、その死体
し た い

を見
み

て多
おお

くの人々
ひとびと

があざ笑
わら

います。しかし、時
とき

になって、

神様
かみさま

が彼
かれ

らを 再
ふたた

び起
お

こして、そのあざ笑
わら

った者
もの

たちを滅
ほろ

ぼされるのです。そのようにイエス様
さま

の生
い

き方
かた

と同
おな

じ生
い

き方
かた

をした人々
ひとびと

が使徒
し と

たちでした。そして、ヘブル 11 章
しょう

の人々
ひとびと

でした。 

 

 

 



今日
き ょ う

は学院
がくいん

福音化
ふくいんか

のみことばを伝
つた

えるより、本当
ほんとう

に 私
わたし

たちが神様
かみさま

の前
まえ

に真実
しんじつ

に 私
わたし

を点検
てんけん

する時間
じ か ん

を持
も

とう

という 心
こころ

で申
もう

し上
あ

げました。 

私
わたし

が 働
はたら

き人
ひと

へのメッセージをされるパク・ジョンヒョク先生
せんせい

と、「このような主題
しゅだい

で今回
こんかい

はこのように 話
はなし

をしましょう」と相談
そうだん

したことは一度
い ち ど

もありません。もちろん、学院
がくいん

福音化
ふくいんか

のテキストは同
おな

じように見
み

ます

が、みことばを準備
じゅんび

するときは、それぞれが聖霊
せいれい

の 導
みちび

きによって準備
じゅんび

をしています。しかし、いつも、神様
かみさま

がいつも 心
こころ

を一
ひと

つにしてくださると感
かん

じます。 

 

最後
さ い ご

に、もう一度
い ち ど

、お願
ねが

いをします。神様
かみさま

の福音
ふくいん

を、人
ひと

の福音
ふくいん

に変質
へんしつ

させないように願
ねが

います。また、神様
かみさま

の福音
ふくいん

と人
ひと

の福音
ふくいん

を分別
ぶんべつ

する知恵
ち え

があることをお祈
いの

りします。ローマ１ 章
しょう

には、パウロが、「キリスト・イ

エスのしもべ、神
かみ

の福音
ふくいん

のために選
えら

び出
だ

され、使徒
し と

として召
め

されたパウロから」と言
い

います。なぜ、「福音
ふくいん

」

と言
い

うときに「神
かみ

の」ということばをつけたのでしょうか。第一
だいいち

コリント、第二
だ い に

コリント、ガラテヤ人
ひと

への

手紙
て が み

に書
か

いてあるように「人
ひと

の福音
ふくいん

」がとてもたくさん教 会
きょうかい

の中
なか

に入
はい

ってきたからです。神様
かみさま

の福音
ふくいん

のため

に選
えら

ばれた 私
わたし

たちとなることを祈
いの

ります。 

 

今月
こんげつ

の学院
がくいん

福音化
ふくいんか

のみことばは、使徒
し と

の 働
はたら

き 13 章
しょう

から 19 章
しょう

までです。聖書
せいしょ

に記録
き ろ く

された内容
ないよう

をレムナン

トといっしょに、そのままゆっくり読
よ

み続
つづ

けながら、その中
なか

に入
はい

っている神様
かみさま

のなさった 働
はたら

きをともに分
わ

か

ち合
あ

ってフォーラムしてください。使徒
し と

の 働
はたら

き（使徒
し と

行 伝
ぎょうでん

）は「聖霊
せいれい

の 働
はたら

き（聖霊
せいれい

行 伝
ぎょうでん

）」です。 

 

以上
いじょう

です。 


